Mu-túm and sá-dug₄ for temples in Ur III Umma by 前田 徹
ウル第三王朝時代のウンマにおける神殿への奉納 39
ウル第三王朝時代のウンマにおける神殿への奉納〔1）
前　田　　徹
はじめに
　神殿とは一義的には神々を祭る場所であるが、シュメールにおいては社会もしくは国家の組織
としての機能を果たす重要な一個の経営体でもあった。初期王朝時代やウル第三王朝時代のラガ
シュ市の神殿が典型であるようにウル第三王朝時代の各都市は、その都市の支配者が管轄する王
の家産的経営体と神殿の二重の構造になっていたと考えられる。ωシュメールの杜会を考察する
ときこの二重構造の解明が必要になる。ただし、こうした研究においては、シュメール各都市の
特色を考慮しなければならない。例えば、ラガシュにおいては神殿が耕地の管理や農作業の主体
としてあらわれるのに対して、（3〕ウンマにおいては、農作業は地区別に区分され、神殿主体とは
なっていないのである。ラガシュに比べて経営主体としての神殿という性格がウンマでは明確で
ないように思われるのである。
　ウンマにおける神殿の実像を王権や都市支配者（エンシ）権との関わりから明らかにすること
が重要な研究課題となるのであるが、本稿では神殿に対して行われた献納と定期支給を、それに
関係する者を特定するという資料整理に隈定して考察したい。これは、ウンマの都市構造を研究
するための基礎作業として位置付けられる。
1　献納と定期支給
　定期支給（s自一dug4）とは、神々への月単位の奉納や、神殿に奉仕する者への食料支給などの
ことである。献納とは、都市の各層からの持参物（mu－t血m）である。隣接都市ラガシュにおい
ては、この献納をa－ru－aという用語で示すが、ωウンマに於いては、持参一般を示す広い意味内
容をもつmu．tOmが使用された。a－ru・aは、持参されたものが奴隷など人間である場合にのみ、
「ある人から献上された人（奴隷）PNa－ru－aPN」という形式を取るのであって、その点でラガ
シュと用語法が相違した。
　人々からの献納（mu－t口m）は、伝統的な都市と王の直轄地では扱いが異なった。（5〕ラガシュや
ウンマなどの伝統的シュメール都市では神々への献納として持参され、そこからの再配分として
支配者たちの組織に与えられた。それに対して王の直轄地であるプズリシュダガンでは王への献
納になっており、そこから神々への献納が支出されるのである。王権の各都市への浸透力の程度
がこの差を生むのであろう。
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　ウンマにおける持参（mu一舳m）文書は、二種類に分けることができる。個人からの家畜など
の献納の受け取りを一括記録するものと、その献納物を支出・再配分する記録である。受領記録
は、一月もしくは一年をまとめるもの（YOS4212）や、持参者名を記さないで物品のみの一年
問の収支決算書（Lafont，RA86／2，pp．108－9）がある。例として、受領と支出が対応する文書、
MVN16g08，UTAM131882，MVN16906を挙げる。
（1）MVN16908（AS8iii）
1　　§u・nir　ur・luga1
　　（中略）
1　gu4－mu－31血一dnagar－pa－e
lO－mah　i－dab5
1　g山一gi§ur－dnin－su　dumu　gu－du－du
　　egi・zi・mab　i・dab5
§u．nigin2§u・nir
（中略）
§u．nigin1gu4－mu－310－mah　i－dab5
§u．nigin1gu4－giS　egi－zi－mah　i－dab5
　　　dmu・tOm一§ar自
itu一§e－kar－ra－g自1－1a
mu　en　eridaki　ba．hn
1　シュニル、ウルルガル（の持参）
1頭の3才牛　ルナガルパエ（の持参）
ルマフ神官が受領した。
1頭の耕作牛、グドゥドゥの子ウルニンス（の持
参）
エギジマフ神官が受領した。
合計2のシュニル
合計1頭の3才牛　ル’マフ神官が受領した
合計1頭の耕作牛、エギジマフ神官が受領した
（以上は）シャラ神のための持参である
ウンマの第3月
アマルシン治世第8年
（2）　　UTAMI31882（AS8）
2gu4－gi§mu・tOm・d§ar自
ki　lugal－nir－ta　egi－zi－mah　i－dab5
nig－dab5za－mu－ka　m1」hu－Oh－nu－riki　ba．hul
mu　en－eridaki　ba－On－g自ba－sum
2頭の耕作牛、シャラ神への持参、
ルガルニルからエギジマフ神官が受領した。
アマルシン7年のニグダブザムとして。
アマルシン8年
（3）　　MVN16906（AS8）
2自b・AL，1gu4・mu・3，1自b－mu・3，1gu4－mu・2，1dOr・mu・1，4udu・bar・ga1．
30udu－bar－su－ga，12m自§，5ma－na　sig，2tOg，
mu－tOm－d§ar自ki　lugal－nir－ta　　　　　　　　（以上は）シャラ神への持参、ルガルニルから
。a－10一§色1ローmaい一dab5　　　　　　　　　＋分の一税として、ルマフ神官が受領した。
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mu　en．eridaki　ba．hun アマルシン8年
　ルマフとエギジマフ両神官職は、ニンディンギルとともに神を祭る重要な神官である。神殿に
おける祭儀を明確にするために、彼らの活動を検証することが必要であるが、ここでは触れない。
ルマフ神官は、（1）の記録では3才牛を受領するのみであるが、（3）の文杳では、3才牛の他
に、山羊や羊や羊毛（sig）や衣類を受け取っている。エギジマフ神官も、（1）では1頭の耕作
牛を受領するが、（2）では2頭となっている。（1）は第3月のみの記録であり、その他の月の
持参物からこれらの神官に渡されたものを合計したのが（2）と（3）の記録である。すなわち、
（1）は一ヶ月のみの記録であり、その他の月にもシャラ神への持参がなされており、その記録
は別の文書に書かれたことが明らかになる。
　定期支給（s色一dug4）は、諸神殿への支給をまとめて記すもの（Nik2273；AnOr7皇29・MVN
18329）と、個々の支給記録からなるが、次に示すような個々の支給記録が圧倒的な用例数を占
める。
MVN3155（S37）
15．1．0．§e　gtlr－11』ga1，s自一dug4ε一gar－1agar，ki　irl1－ta　a－bu－da§u　ba－ti
sea1：a－bO－da／dumu　gir－ni／
「151／5王のグル（升）の大麦、ガルラガル神殿への定期支給、イルからアブダが受け取っ
た。」
円筒印章の銘：「ギルニの子アブダ」
　このテキストでは、受領者の表記方法が粘土板文書本文と円筒印章の銘では異なっている。
2　持参と定期支給の対象となる神殿
　1で示したような記録に現れる神殿を整理し、持参と定期支給の対象となる神殿をまとめると
次のようになる。（当該テキスト等については補1と2を参照。）
持参対象の神殿
e§一didli（・d・色一i・i，1・9・lg…§・…ki）
d　　　　　　　　　　　　kiinanna　zabalam5
dnin－ur4－ra／dnin－ur4・ra　ummaki
d　　　　　　　　　　　ki§ar自・a・Pi4－sa14
d§ar自．anzu皿u亘帥．babbar
d　　　　　　　　ki§ar自一ki－an
定期支給を受ける神殿
色§・didli
dinanna　zabalam5ki＝dnin－zabalam5M
d・i・・u・。一・・
d§ar自．／．anzu㎜…En．babbar／
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　　　　ki§ar自umma
ma・an・i§・du1o・su（二mu・tOm　d§ar自a・pi4－sa14ki）
nin・9i6・p自r　cf．dma・an・i§・du1o－su
damar・dsuen，dda・1aga§止i，e・9ar・1agar－e，e－ma§、
　　d　　　　d　　　　　　　　　　ki　d6・血r，　en・ki，　en・1i1，9ir13－gi§　．　9u・1a，
ib・9・1＝d・i・・ib・9・1，di・・㎜・㎜。ki，d。。。§。，
dnin－e1l－e．dnin－NAGAR．GiD．MA，dnin－sOn，
d　　　　　　d　　　　　d　　dnun・ga1、　§ul・gi．　§u・suen
　持参は、ウンマの都市神シャラの諸神殿とそれに次ぐ第二位の地位にあるニンウルラ神の神殿
をはじめとした、ウンマの主要神殿に対しておこなわれた。例外として、アッカド王朝の王であ
るマニシュトゥスとニンゲバル神がある。ニンゲパル神への持参はマニシュトゥスヘの持参とペ
アになっており、マニシュトゥスヘの持参はアピサル市区のシャラ神殿への持参物に合計されて
いる。両者への持参は用例も少なく、特別な事情のもとでなされた持参であり、大きくは主要神
殿であるシャラ神殿への支給の一部と見なしてよいであろう。
　一方の定期支給は、シャラ神やニンウルラ神などの主要神の神殿だけでなく、ウンマ市の各地
に散在する各種神殿に対しても支給されている。
　定期支給の大麦量から、ウンマの諸神殿の相対的な規模の比較が可能であろう。YOS4，260は、
倉庫長から支出された諸神殿への定期支給の一日当たりの大麦を量を記録している。｛6）それを
シャラ神殿とニンウルア神殿を筆頭において、大麦量の多いもの順に並べると次のようになる。
なお、大麦量の単位はシラである。この表には、先に示した実際の定期支給記録では欠けている
神殿も含まれている。
3681／6
76
42
251／2
571／2
20
72
66
561／2
d　　　　　　　　ki§ar自・umma
d§・・a・・Pi。…1．ki
d　　　　　　　ki§ar自ki・an
d§ar自an．u皿u…。n．babb自r
dnin－ur4－ra　ummaki
d・i・…。・・…pi。一・・1．ki
　　dama『一Suen
§u1・9i　ummaki
inanna　zab自1amki
20
171／2
151／2
15
13
13
10
10
7
7
d・i・一dd・一1・g・§ki
dnin－S血n
dnin．NAGAR．GiD．MA
d　　　　　　　　　hinan§e　umma
d・i・・O・…g9・一1・
den．lil
dka．u§．tab．tab
dnin．hi．li．sO
dnin．SAR
d・i・…bal・・ki・・pi。…1．ki
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45
43
40＋6
36
30
21
den．ki
d．i。一。。1一・
d　　　　　　　　kigu・1a　umma
d．i。一ib・g・l
　　　　　　kibar自・9ir13・9i§
dm・・g・1
5
4
31／2
21／2
11／2
da§nan
d・i・・色・g・l
d§・1－9i・・pi。…1．ki
d§・1・9i・…mu呈6n・b・bb自・
d§u1－9i§aξ・d§ar自（ummaki）
　大麦量の比較において最大の特色は、第一位と第二位がウンマ市区とアピサル地区のシャラ神
殿で占められ、とりわけウンマ市区にあるシャラ神殿への定期支給が、第二位に対して5倍弱と
いう、他を圧する量であることである。ウンマ市区のシャラ神殿の優位性が推測されるのであ乱
アマルシンの神殿への大麦量72シラは、この表中第三位であり、先の王で、王朝を隆盛に導いた
シュルギの神殿の第四位をも凌駕している。この記録が書かれた日付は、アマルシン9年の11月
である。つまり、アマルシンが没した直後の記録であるので、アマルシンを祭ることが重視され
た緒果であると推定される。いずれにしても、ウルナンム、シュルギ、アマルシンというウル第
三王朝の三代の王の神殿が、ウンマにおいて、少なからず重要な地位を占めていたとは言えるで
あろう。
3　関係者
　神々に献納・持参されたものを支出する者、神殿への定期支給を受領する者、こうした関係者
をまとめると次のようになる。
d　　　　damar・Suen
dd・・1・g・§ki
ξ・9ar・1agar・e
定期支給
a－ka1－1a
自呈d・・。・g・…i
色一ki－bi（dumu　a－a－ka1－1a　guda4－d§ar自）
1uga1－ba－ta－ab一色
§e§一ka1－la
ur・§a6・§a6・ga
ur・9i6・P自r
．10・i・zu．
　d．11＝1・§ar自
．a－bu6－da（dumu　gir－ni）
ba－a一［］　（dumu　uru－x一［］1血・［］）
献納
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gir－ni
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lugal・9i呈gigir・re（dumu　gir・ni）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　luga1－ma§・zu
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§ar自・bi・du11，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　d　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ur－en－1i1－1自，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ur－9i量gigir（dumu　luga1－itu－da），
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u『・Suen
ξ・ma§　　　　　　　　　ur一色・9a1
色・O・　　　　　…9i量gigi・
d…ki　　　　・・一1。。．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lO（・lugal？）・kar・re
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．nigin・9ar・ki・du1o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ur－nigin－gar（dumu　luga1－kar－re）＝guda4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ur－d§ar自（dumu　nigin－gar－ki－du1o）
d…lil　　　d・…gi．／gi（d・m。。。一・i量gigi。）
eS－did1i
gi・1。・gi§ki　　　k。．㎞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　…di§k・・i§ibgi・1。一9i§ki
dg・一1。　　　　・。．d。．d。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　自・nin・ga・ta
　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1uga1－gar－1agar－e，
ib・9・1＝d・i・・ib・9・l　b・。・d・（lO－b・pPi・d§・・自d．m。［。。？1．d§。k。。），
　　　　　　　　　　　　　　　　　　lO・sig59uda4
dinanna　zabalam5ki　　＝dnin－zabalam5ki
　　　　　　　　　　　　　　　　　　．自・nin－g自・ta，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　．a1－ba－ni－du11／§a6，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ba－a－ti
di・・m・㎜・ki　　gi・一皿i
dma・an・i§・du1o・su　　　il
d　nan§e　　　　　　　　　　　　ba・za・za
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ha－a／ha一§a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　nimgir・di・de
d皿色・i・i1。・9・lg・・一§。一。。ki＝e§一didli
1uga1・nes自g・e
§e§一ka1－1a
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dnin．e11－e　　　　　　　en－mi・血s・sa（dumu　lu5・O　nar　mi・e11・e）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・en．O．§em－e（dumu　ir11－dam　nar？・dnin－e11・e）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10－d§ar自dumu色一sag？一i1－1a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§e§．ka1－1a（dumu　ir11－dam　guda4一［］）
dnin－9i6・P自r　cf．dma・an・i§・du1o・su
dnin．NAGAR．GiD．MA
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a．a1．NI－mu（dumu　nam－ha－ni、［　］一DN）
dnin．SOn
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a．du．du（dumu　ma－ma－an，guda4）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1血．me－1i（dumu　ha－ba－1u5－ke4ugula－gu4－SI）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ma・ma・an
dnin－ur4－ra／dnin－ur4－ra　ummaki
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a・ab－ba・ni
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．§自・kO・9e
d・m・9・1
d§・・自・・一pi。…1．ki
d§ar自．anzumu…en－babbar
d§ar自．ki．anki
d　　　　　　　　ki§ar自umma
ab－ba
ur一§a6・§a6・9a
§e§一ka1－1a（guda4－d§ar自dumu　ab一［ba？］）
　　dur・utu
1口．d§ar自
a・kal・la（lO・bapPi・）
a・na・mu
a1・1a
a1・1u
da・da・a
1uga1・nes自g・e
a・ab・ba－ni，
§a・kO・9e
ur．dnidaba
en・O・a
．§a・kO・9e
i§ib－d§a。自）
　　dur・§ar自
da－da
ur・dun
1uga1－nir
na・血一a
（dumu
45
hε・§a6・9e
46
d§・1・9i
d　　d§u・Suen
ξ・sag・i1・1a
映・ma・zi・zi（10・bapPir）
lO・d・i・・§・b・・（d㎜・d・1。一g。§。b。。）
10－dnin一§ubur（dumu§eS－kal－1a§abra）
Iuga1・an・ne（dumu　ur・dnin・x　lO・bapPir）
1uga1・ezem
luga1－m自・9ur8・re．
luga1・Pa・色．
nam・1uga1－a・ni・du1o
§自・a・da
§e§一ka1－1a（dumu　irl1－dam　guda4一［　］）
ur－gi6－p自r（dumu　da－da）
　dur－ma・mi
ur・meS
　d　　　　　　　　dur－suen　dumu　§ar自一bi－dul1
　dur・suen　ninda・du8
a・1u5－1u5§em
ab－ba－ka1－1a
na－di（§em）
ur・1ugal
a－a・ka1．1a
　この一覧表における特徴を以下の三点にまとめることができよう。
（1）ニンウルラ神殿を除いて、献納と定期支給の関係者は一致しない。
（2）献納関係者の職名として現れるのは、シャプラとイシブである。シャブラは神殿の上級管
理者の職名であり、イシブは神官とされている。その一方で、定期支給受領者はグダ神官とされ
る例が多いが、i§ib、§ab・a，m・、ninda・du8，lO・bappir、§emなどの職名が現れる。その中でも
ninda－du8．lO－bappir、§emなどパン製造・醸造関係者が多い。1O－bappirとni．da－du8が併記される
文書もあるので、ω彼らは同一の職場で働く近似した職種の者であろう。穀物からビールやパン
を製造するという実際の作業に従事するものたちが主に受領者になっていたのである。
　シャブラたるドゥッガの子ルニンシュプル（lO・dnin・§ubur／dub・sar／dumudu1o・ga／§abra／）が、
葦を前庭（kisal）や門衛（i・dug）用に受領した記録（TCNY290）があるので、定期支給受領者
として現れるシャブラやイシブは、製造過程に関わるのでなく、祭りに関係して受領したと推定
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される。
（3）彼らは、他の文書からギルセガ（gir－sさ一ga）であることが確認される。上記の＊印は、
Sauren．OLP8，21（SS4）とAnOr188（AS5）からギルセガと確認される者である。ギルセガ
の正確な意味は未だ確定できないが、神殿等の組織に従属する所属貝を総称する用語であること
は確かである。定期支給の受領者は各々の神殿に従属するものであるが、Sauren．OLP8．21（SS
4）とAnOr188（AS5）が、ウンマ市をアピサル市区とウンマ市区に分けて、各々の市区にお
けるバル義務を果たす者の記録であることから理解されるように、王権に奉仕するときは、神殿
を越えた構成となっているのである。その点で神殿の自立性は制隈的であったと言えるであろう。
4　定期支給大麦の支出者
　諸神殿への定期支給は神々への供物や神殿所属員のための支給であるが、おおむね一人の担当
者から支出された。シャラ神への定期支給を例にとって、だれから支出されたかを見てみたい。
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AS3　v　　　ki　ir11－ta
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AS4　viii　ki　ur．d§ar自．ta
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AS8　i・　　ki　I口・b自n・da・ta
AS8　ii　　ki1血一dSu1－gi－ra－ta
SS6　　xii　　　〈　　　〉
1S3　　xi　　　　ki　gu－du－du－ta
lS3　　i－xii　　ki　gu－du－du－ta
MVN13198
Biggs，ASJ12，6：9i（葦）
CCTB2k
SET189＝
Nik2201：giS　（オ…）
CTNY72：9i（葦）
MVN15，88＝§e（大麦）
MVN13，40
RA8，p．156：A05647
MVN13，856
MVN15，39：
　ナツメヤシや葦を除く大麦に関して、その支出者は、時間の順序に従って、おおむねウルリシ、
イル、グドゥドゥが担当した。彼らについては別稿で論じた。（8〕それを要約すると、ウルリシは、
後にウンマの支配者（エンシ）になるが、倉庫長として支給した。ウルリシを継いで倉庫長と
なったのがイルである。グドゥドゥが倉庫長という役職に付いたかどうか確認できないが、イル
の後継者であることは確かである。つまり、同一系列の役職者から支出されたのである。とりわ
け、彼らがウンマの支配者の一族であることは、神殿の性格を考えるとき重要な意味を持つであ
ろう。つまり、ウンマの諸神殿は王の経営体から独立した権威を有するも、その保護下にあった
ことが理解されるのである。
結語にかえて
　ウンマの諸神殿に対する献納と定期支給を検討し、諸神殿が王の支配に従属した白立性に乏し
い組織ではないかと推定した。定期支給に於いて、現業の醸造や製パン従事者でないシャブラが
受領者の場合があった。それは供物や神祭りに責任を負うがため受領者になったと考えられるが、
こうした役割を担うシャプラが、隣接都市ラガシュのように、当該神殿全般の管理に責任を持っ
ていたかどうかは、現在の文書からは確証が得られない。
　この問題に関連して、献納関係者のうち、ウンマの主神シャラ神の献納を扱うna．O．aについ
ては・より広い活動をするように思われる。確証はないが、彼が、献納の書記（dub・sar・a・ru・a）
とされる同名人と同一人物である可能性がある。（9〕両者が同一人物であれば、ナウアは、シャラ
神の献納だけでなく、ウンマ市全域の献納を管理していたと推定されるのである。さきに、ウン
マの諸神殿の相対的な規模を検討し、ウンマ市区のシャラ神殿が圧倒的な規模をもっていたと結
論したが、献納などの諸活動においても、シャラ神殿がウンマ全域に亙ってその活動の中心に
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なっていたとも考えられるのである。このことは、ウンマの社会や国家を考えるうえに重要な観
点になると指摘するに留め、今後の研究に成果を期待することにしたい。
（ユ）
（2）
（3）
（4）
（5）
（6）
（7）
（8）
（9）
注
　本稿は、1995年度早稲田大学特定課題「ウル第三王朝時代ウンマにおける神殿管理官」の研究成果である。
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AS3　v　CCTB2k：ki　ir11－ta，DUB　a1－la
AS3　ix　SET189：ki　irH－ta．DUB　luga1－m自一gur8－re
AS4　viii　Nik2201gi§，DUB　lO－dnin一§ubur：sea1：1血一dnin一§ubur／d．s．／d．§e§．kal」aノ§abra／
AS4a　v・viii　CHEU471ki　irH・ta，a・an・na・mu§u・ti：sea1：a・an・na・mu／dumu　lugaLε・maO／
AS6　vi　BRM390：ku6：mu　luga1－gar－1agar－e一§e　DUB　ur一色一maO
　　　　　　　seal：ur．ε．mah／dumu1血．dxx／
AS7　viii　CTNY72gi．DUB1血一dnin一§1』bur：seal：10一㌔in－Subur／d．s．／d．§e§一ka1－la§abra／
AS8　i－　MVN15．88：DUB　lugal－an－n色（dur－nin－x，lO一§em）
　　　iv　（1uga1－m自一gur8－re　O　PN§u　ba－ti一色s）
AS8　ii　MVNユ3．40：ki　lO・d§ul・gi・ra・ta．DUB　ur・gi6・p盆r：seal1ur・gi6・p自r／dumu　da・da／
SS6　xii　RA8．p．157：A05647：DUB　al－lu
lS3　xi　MVN13，856：ki　gu・du・du・ta，DUB　luga1・ezem：seal11ugal・ezem／［　］／
IS3　i・xii　MVN15．39：ki　gu・du・d1』・ta一§e§・ka1・1a：seal：§e§・ka1・la／dumu　ir11・dam　gu［da’］／
s自・d・g。・d§・1・9i
？　？　AnOr7，329：na－di／ur－1ugal
S33xH　CHEU17　a・lu5・lu5彗u・ti：seal：a・lu5・lu5／dumu　lugal・da？／
S33　v－xii　Or47／49，170：a－11』5－1u5Su－ti
S46　xii　UCP9／1，20：a－Iu5－1u5§em§u－ti
？　？　（SS？）　Nik2，273：DUB　ab－ba－kal－la
s自・d・g．d§・・dsue・
？　？　（SS？）Nik2，273：DUB　a・a・kal・1a
補2　　献納（mu－tOm〕
mu－tOm　e§・didli
SETUA242（S43）mu・tOm　e§・didl
SETUA246（S43）mu－ttm　dne－iri
．ki1uga1 neSag・e・ta
・9・lg…S・・…k・止i．kil・9al…s自9・e・t・
mu一舳m　dinanna　zabalam5ki
SET130（AS4）mu－t口m　dinanna　zabalam5止i，ki　SeS－ka1－1a－ta
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mu－tOm　dnin・ur4・ra　umma止i
Nik2，371（S41）mu・tOm　dnin・ur4・ra，ki　ur・dllidaba．ta
UTAM13．1648｛AS8）i－nun．§u－nir　dnin－ur4－ra．DUB　s自一kO－ge
　　　　　　　sea1：a－ab－ba－ni／dub－sar／Sabra／／dnin一［ur4－ra］／dumu　ur一口／
AnOr7，264（AS9）1」du．m自§§u－nir－ra　dnin－ur’一ra　ummaki．gir§a－kO－ge
　　　　　　　d　　　　　　　　止imu・tOm　§ar自umma
Or47／49248（S44i－xiii）an§e：mu－tOm　d§ar自ki　na－O－a－ta　DUB　luga1－kO－zu
cf．CCTB2105（S47vi）tOg・d§ar自kar・ra　ki　lla・O・a・ta．DUB　ensi・ka
B1N5．12（S48）an§e．mu－tOm　d§ar自ummahi．ki　lla－O－a－ta　kas4i－dab5
Nik2，397（S48xi）tOg　d§ar自kar－ra　umma止i，ki1la一血一a－ta
CTNY388（AS2）くmu－tOm　dSar自umma止i）．ki　na－O－a－ta
UTAM13．1882（AS8）gu4－gi昌．mu－t血m　d§回r自ki　Iugal－nir－ta
UTAM13．2139（AS8）gi§kiri6榔gi§immar　mu－tOm　d§ar自ki　luga1－nir－ta．a－gu－du　i－dab5
Nik2，445（AS9）erin　etc．mu・tOm　d§ar自umma止i．ki1ugal・nir・ta
AnOr7，264（AS9）an§e－udu．mu－tOm　d§ar自1』mmaki．gir　IugaI・nir
MVNユ4，449（SS2）gu4，mu－t血m　d［§ar自］．ki　lugal－nir－ta
BlN5，2（SS4）mu・tOm　dSar自kO・AN・ku4・ra　ki1ugal・nir・ta，DUB　ensi．
SA　CLXV：145（SS2ix）5gem色．a・ru・a　lugal・itu・da・me　ki1ugal・nir・ta，ur・dnin・tu　i・dab5
0r47／494ユ9（SS4）1m自・20・gur　m自10・ib・gal　dub・sar　mu・tOm　d§ar自．ki　lugal・nir・ta
mu・tOm　dSar自a・pi4・sa14ki
CCTB272（S43）kO－sig：§u－nir－ra　d§ar自a－pi4－sa14ki．en－O－a
Or47／49328（AS2i－xiii）mu－tOm　dSar自du6dnin－tin－ug5－ga　gir艶一kO－ge
SET130（AS4）mu－tOm　d§ar自a－pi4－sa14ki．§u・nir・ra　dllin・ur4・ra　a・pi4・sa14止i　ki§自・kO・9e－ta
Lafont．RA86．pp．108・9（AS7）nig・§1D－ak　mu・t血m［d］§ar自a・pi4・sa14ki．itu・12・kam．gir　S自一kO．gc
Nebraska35（AS7）mu－tOm§a－bi　su－ga　d§ar自一a－pi4－sa14ki，DUB§a－k血一基e　dumu　b色一Sa6－ge
　　　　　　　　seal：§a・kt・ge／dumu　Oξ・§a6・ge／iSib・d§ar自
ROmer．OMR05611（AS8）mu－tOm　d§ar自a－pi4－sa』，ki軸一kO－go－ta　DUB　ur－e11－e
UTAM131780（AS8）mu一舳m　d§ar自〈a－pi4－saレ吐i〉ki§自一kO－ge－ta
UTAM13．2115（AS9）mu－t血m　d§ar自a－pi4－sa14ki　ki§a－kO－ge－ta
BlN5．17（SS1）mu・tOm　d§ar自a・pi4・sa』ki，ki§a・kt・ge・ta　i・ka1・1a§u　ba・ti
UTAM13．2130（SS4）i§u－nir－ra　d§ar自　a－piぺsa14ki　gir§自一kO－ge
CCTB272（S43）ur－d§ar自　guda’一d§ar自anzumu呈en－babbar
SET273（AS3）mu－tOm　d§ar自anzumu呈㎝一babbar，ki1』r－d§ar自．ta
BlN5，18（AS7）tOg．tOg・dumu・kar・ra　d§ar自anzum咀呈En・babbar．ki　lugaI・くa〉・ni・Sa6・ta　i・ka1・1a§u．ti
MVN14，282（AS9）t血g　d§ar自anzumu呈E皿・babbar．ki　lugal・a・11i・§a6・ta1・kal・1a　Su．ti
MVN14，566（AS9）an§e　d§ar自anzu皿u…E皿一babbar．ki　luga1－a－ni－Sa6－ta　i－kaI－la§u－ti
NCT28（SS2）t血g　d§ar自anzumu呂帥一babbar，ki11」ga1－a－ni一§a6－ta　i－kal－1a　Su－ti
mu－t血m　dSar自du6－luga1－DU
SET130（AS3）mu・tOm　d§ar自du6・lugal・DU，ki　ur・dba・O・ta
ウル第三王朝時代のウンマにおける神殿への奉納 55
mu．tOm　d§ar自ki．an止i
Nik2，371（S41）mu・tOm　d§ara　ki・an止i．ki　an・n色・ba・du7・ta
TLB337（S42）　mu・tOm　d§ar自ki・an阯．ki　da・da・ta
CCTB2143（S48）［nig一……1D］一ak　mu－tOm　d§ar自ki－anki．［gir］da－da
SAKA57（AS4）mu－tOm　d§ar自ki－a“i．ki　ur－dun－ta
BlN5，13（AS9）mu－tOm　d§ar自ki－anki，ki　ur－dun－ta　u§一mu　i－dab5
AnOr7，264（AS9）mu－tOm　d§ar自ki－anhi．gir　ur－dun
UTAM132285（SS3i・xiii）mu・tOm　d§ar自ki・anki，gir　ur・dun　dub・sar
